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情報の海を駆けめぐるロボットの仕組み

菊地宏明 ●Hiroaki Kikuchi

『インターネット
エージェント』

ネットサーフィンをするときに、

まず利用するのがディレクトリー

サービスや検索サービスだ。その

中で、ロボット型検索エンジンと

いう用語を耳にする。このことを

インターネットを始めたばかりの

知り合いに話していたら、「それ

って、どんなロボットなの。使っ

てみても、ロボットらしくないん

だよね」といわれた。コンピュー

タウイルスが人間に感染すると思

われていたように、このロボット

を変身合体メカと勘違いしてい

る。エージェントもそうだ。プロ

スポーツなどで有名な契約金につ

いて折衝する代理人と思われそう

だが、当然ながら正しくはない。

ロボットやエージェントは、利

用者の代わりに仕事を処理してく

れるプログラムのことで、膨大な

情報量を貯えるインターネットに

自動でアクセスして、ホームペー

ジの情報を探しにいく。本書で

は、インターネットで活躍するエ

ージェントと、その関連技術につ

いての解説を行っている。エ

ージェント概論、WWW

のリンクをたどりな

がら情報を収

集していくウェ

ブロボットの構

成、ショッピングを

するエージェントに重要

な問題となる電子商取引に

ついて、似て非なるプログラム

としてのワームとウイルス、MUD

に住むMUDエージェントとチャ

ッターボットといった構成で、最

後にperlで書かれたWebWalker

とWebShopperのソースコード

が紹介されている。エージェント

をプログラムしてみたい人には大

いに参考になるだろう。

日本のパソコン通信の誕生秘話

『パソコン通信開拓者伝説』

日本におけるパソコン通信の歴

史を綴っている本で、雑誌DIME

に連載された「パソコン通信夜明

け前」を加筆再編集している。

サブタイトルに「日本のネットワ

ークを作った男たち」とあるが、黎

明期のBBSから、ニフティサーブ

が始まるまでのパソコン通信を描

き、専用線のネットワークやインタ

ーネットについては、ほとんど取り

上げていない。

時代は70年代後半、まだパソコ

ンがない時代から始まる。そのころ

にマイクロプロセッサーが出始め

て、1枚の基板で構成させたワンボ

ードコンピュータが現れた。確か

クロックスピードが2MHz、

RAMが4～8KBほどのスペックし

かないコンピュータをみんなが目を

輝かせて使っていた（ちなみにこの

原稿は400MHzのCPUで書いてい

る）。

そんな人たちが語るのだから、熱

い。昔からパーツショップとしてマ

ニアの溜まり場になっていた本多通

商（現在のぷらっとホーム）に学

生だったころの西和彦や古川亨ら

がたむろしていたなんて、想像する

だけでも楽しい。通信だって、最

初はゲリラ的だけど民主的だ。ハ

ッキング中心の米国のパソコン通信

黎明期と比較してもおもしろい。

この時代を知ってる人には、そ

う言えばこんな感じだったなぁと思

い出すほどによく描かれている。

インターネットの最新事情をつかむ

オンラインデータベースを使いこなす

『最新オンライン
情報源活用法』

インターネット、パソコン通信、

商用オンラインで利用可能なデー

タベースを紹介した本。

インターネットで情報が検索でき

ることはご存じのとおりだが、個人

が提供する情報や無償提供する情

報が多く、有益な情報が見つかる

とは限らない。

専門分野のデータベースは依然

重要な位置を占め、それなしでは

仕事にならないビジネスや研究も数

多くある。本書は、インターネッ

トで利用できる情報源にとどまら

ず、パソコン通信経由で有料公開

されているデータベースや、

インターネットやパソ

コン通信とは別

の独立した

ネット

ワークシ

ステムに加

入して使うデー

タベースなども紹介している。

データベースは、データベース名、

データベースの内容を示す短いコメ

ント、データベースが利用可能な

オンラインシステム、データベース

作成機関などをコンパクトにまとめ

て掲載している。

オンラインシステムは連絡先組織

名、電話番号が記され、加入する

ためのコンタクト先が明らかにされ

ている。また、インターネット上の

データベースやインターネットに情

報を公開しているオンラインシステ

ムはUR L を記しているので、

WWWで確認が取りやすい。

初心者がデータベースを利用す

るときに一番気になるのが費用だ

が、本書ではまったく触れていない

のが残念である。
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『インターネット
マーケティング戦略実践

テクニック』

電子ビジネスをアピールしている

日本アイ・ビー・エムのテレビコマ

ーシャルを見た。コンピュータメー

カーも、インターネットでのビジネ

スを顧客に提案するようになったこ

とを実感する。本書は米国IBM社

のインターネット戦略担当マネージ

ャーによって書かれているので、興

味を引かれた。

ウェブコンテンツ作成者をはじ

め、マーケティング担当者、ビジネ

ス戦略を考える社員、管理職、経

営者に向けたビジネスサイトの構築

指導の本である。コンテンツ作成

技術を解説するのではなく、マー

ケティングの視点から、イン

ターネットを使ったマーケティング

にはどのようなメリットがあるか、

実践するためには何を考えねばなら

ないのかを順序立てて解説してく

れる。ドメイン名を取得すること以

前に、よりインパクトのある効果的

なドメイン名とは何かといった問題

にも目を向けている。

もし「君、明日からインターネ

ットでビジネスをする担当だよ」と

言われたら、きっとどこから始めて

いいものかも見当がつかずに途方に

暮れることだろう。明確にその方

法を示す本書は、実践テクニック

というより指導書といえる。

本書に基づいて、マーケティング

の分析ができる自信があれば、き

っと立派な担当者になれるに

違いない。

日本のインターネット利用者数は1,009.73万人

e-businessで成功する秘訣とは

『インターネット白書'98』

インターネットの現状を捉える

ときに必携の白書の最新刊に冒

頭から驚かされる。インターネッ

ト利用者数はおよそ1,009.73万

人。日本中の45～49歳の人口

1,040万人を6月には超え、年末

には東京都の人口1,186.33万人

を抜く1,385万人に達すると予想

されている。使っている人の性別

を見てみると、調査回答者の内

訳では、女性が昨年の9.5%から、

大きくポイントを伸ばして、

23.4%となっている。もうすぐ、

4人に1人が女性ということにな

り、なんとなくうれしい。年齢に

目を向ければ4 0 ～ 4 4 歳が

19.0%、ついで30～34歳17.6％、

35～39歳16.7%と続く。この値

は実際にネットサーフィンをして

いるときに受ける年代や性別の感

覚と食い違っているが、これは電

話と郵送での調査であるからだ。

同時にWWWを使った調査での

回答も掲載されている。女性比率

7.1%、年齢では20代後半、30

代前半が20%を超え、20代前

半、30代後半と続いている。これ

は実感を伴う値だ。

今 年 は、

ここ数

年のよ

うに単純

にインターネ

ットが大きくなっ

ているというよりも、

不況やパソコン通信か

らインターネットプロバイダ

ーへの移行など、多様に変化

する状況に対応しながら成長を続

けているといえる。先が見えない

時代に、刻々と姿を変えるインタ

ーネットを捉えるには最適な本だ。

例題で学べる動くホームページの解説書

『ダイナミックHTML入門』

最近のウェブページは、マウスカ

ーソルを動かすたびに文章が切り替

わったり、画像が動いたりと、何

かと賑やかなものになっている。以

前はGIFアニメーションがその主流

だったが、今はダイナミックHTML

が使われている。

ダイナミックHTMLは、何か特

定の規格のように感じられるが、

実はクライアント側で行う動的な

ウェブコンテンツの動作を可能にす

る仕掛けの総称だ。本書では、知

っていたようでおぼろげにしか理解

してなかったダイナミックHTMLに

ついての理解を深める解説がなさ

れている。

ダイナミックHTMLという名前

にしたところで、ネットスケープ社

のものは「dynamic HTML」と表

記し、マイクロソフト社のものは

「Dynamic HTML」と微妙に変え

て表記している。もちろん、どちら

もダイナミックHTMLを表すことは

変わらないのだが。

2社の技術に共通するCSSスタ

イルシートとJavaScript（JScript）

を中心に説明しており、解説の最

後には例題を置くなどして、演習

をしながら学ぶことができる。

例題などが日本語環境に改めら

れ、理解しやすい。内容も平易な

文で読みやすいが、HTMLについ

ての知識がある技術者向きといえ

る。巻末付録のH TM L 4 . 0、

JavaSc r i p t 1 . 2、VBSc r i p t、

CSS1のリファレンスも便利だ。
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